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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・グロー

バル・グロース・オポチュニティーズ（年⾦向け）」
は、このたび第19期の決算を⾏いました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 
無期限。ただし、信託約款所定の事由が生じたとき
は、信託契約を解約し、信託を終了（償還）すること
があります。 

運 用 方 針 信託財産の成⻑を図ることを目標に積極的な運用を
⾏います。 

主 要 
運 用 対 象 

アライアンス・バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ グ ロ ー ス ・ 
オポチュニティーズ（年⾦向け） 

アライアンス・バーンスタイ
ン・グローバル・グロース・オ
ポチュニティーズ・マザーファ
ンド受益証券を主要投資対象
とします。 

アライアンス・バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ グ ロ ー ス ・ 
オポチュニティーズ・マザーファンド 

世界各国の株式（日本株を含み
ます）を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

アライアンス・バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ グ ロ ー ス ・ 
オポチュニティーズ（年⾦向け） 

①株式への実質投資割合は、制
限を設けません。 

②外貨建資産への実質投資割合
は、制限を設けません。 

アライアンス・バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ グ ロ ー ス ・ 
オポチュニティーズ・マザーファンド 

①株式への投資割合には、制限
を設けません。 

②外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 

(1)毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配
を⾏います。 
①分配対象額は、経費控除後の利⼦・配当等収益

および売買益（評価益を含みます。）等の全額
とします。 

②分配⾦額は、委託者が基準価額⽔準、市場動向
等を勘案して決定します。ただし、分配を⾏わ
ない場合もあります。 

(2)留保益の運用については、特に制限を設けず、「基
本方針」および「運用方針」に基づき元本と同⼀
の運用を⾏います。 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
グロース・オポチュニティーズ（年⾦向け） 
追加型投信／内外／株式 
第19期(決算日2020年７⽉31日) 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金向け） 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

15期(2016年８月１日) 11,519 0 △21.4 484,213 △17.5 98.4 － 0.6 2,294 

16期(2017年７月31日) 15,342 0 33.2 605,375 25.0 94.6 － － 2,905 

17期(2018年７月31日) 16,992 0 10.8 680,056 12.3 96.6 － 1.4 3,466 

18期(2019年７月31日) 17,794 0 4.7 696,200 2.4 93.8 － 1.9 3,720 

19期(2020年７月31日) 21,066 0 18.4 713,296 2.5 93.1 － － 4,639 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2019年７月31日 17,794 － 696,200 － 93.8 － 1.9 

８月末 16,934 △ 4.8 661,745 △ 4.9 93.8 － 2.1 

９月末 17,061 △ 4.1 685,466 △ 1.5 92.1 － 1.4 

10月末 17,564 △ 1.3 711,791 2.2 91.6 － 1.4 

11月末 18,451 3.7 737,984 6.0 95.3 － 1.3 

12月末 18,962 6.6 758,969 9.0 96.3 － － 

2020年１月末 19,264 8.3 758,409 8.9 93.0 － － 

２月末 18,270 2.7 699,550 0.5 97.1 － － 

３月末 15,822 △11.1 599,336 △13.9 97.2 － － 

４月末 17,634 △ 0.9 652,261 △ 6.3 94.4 － － 

５月末 18,742 5.3 682,172 △ 2.0 93.0 － － 

６月末 19,531 9.8 693,405 △ 0.4 93.3 － － 

(期  末)        

2020年７月31日 21,066 18.4 713,296 2.5 93.1 － － 
 

（注） 各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 

 

※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークは「MSCIワールド・インデックス（円ベース）」です。「MSCIワールド・インデックス（円ベース）」は、原則と

して基準価額計算日前日付のMSCIワールド・インデックス（米ドルベース）の値を、委託会社が計算日付の円ドル・レート（株式会社

三菱ＵＦＪ銀行が発表する対顧客電信売買相場の仲値）を用いて円換算したものです。 

当資料で使用している指数等に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金向け） 

  
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金向け）（以下「当ファ

ンド」ということがあります。）の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2019年７月31日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、MSCIワールド・インデックス（円ベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額（分配金（税込み）再投資）は前期末比＋18.4％※と、ベンチマークであるMSCIワールド・インデッ

クス（円ベース）の同＋2.5％を上回るパフォーマンスとなりました。 

 
※基準価額の騰落率は、税込み分配金を決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数

料等を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

・情報技術関連やヘルスケア関連などの保有銘柄の価格上昇 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金向け） 

下落要因 

・金融関連などの保有銘柄の価格下落 

・円高ドル安となったこと 

 

  
【株式市場】 

当期の世界の株式市場は、大幅に下落する場面があったものの、その後上昇に転じ、前期末比では上昇しま

した。 

 

期初から2020年２月中旬にかけては、米中通商協議の進展期待や米国の利下げに対する期待感のほか、好調

な米国企業業績などを背景に、おおむね堅調に推移しました。しかし、２月下旬には新型コロナウイルスの感

染拡大による世界経済への悪影響が懸念され、大幅に下落しました。その後３月下旬には、米国の経済対策法

案の可決や欧州中央銀行（ＥＣＢ）による追加緩和策などを受けて反発し、その後も各国による追加的な支援

策やワクチン開発への期待、世界各地での経済活動再開などを受けて、おおむね堅調に推移しました。６月以

降期末にかけては、新型コロナウイルス感染拡大第２波への懸念が生じたものの、米国のハイテク関連銘柄の

値上がりや、欧州復興基金創設などが株価を後押ししました。 

 

【為替市場】 

円ドル・レートは、前期末と比べて円高ドル安となりました。 

 

期初は円高ドル安傾向でしたが、2019年８月下旬以降2020年２月にかけては、米中貿易摩擦の緊張緩和や堅

調な米国株式市場の流れから、円安ドル高基調で推移しました。その後３月初旬にかけては、新型コロナウイ

ルスの感染拡大への懸念から安全資産である円が買われ、急速に円高ドル安が進行しました。３月中旬にはド

ルが反発したものの、その後は再び円高ドル安基調となりました。６月以降期末にかけても、新型コロナウイ

ルス感染拡大第２波への懸念が再燃する中、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）が金融緩和策の継続を決定し

たことなどから、円高ドル安で推移しました。 

 

  
＜当ファンド＞ 

当ファンドは、アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ・マザーファ

ンド（以下「マザーファンド」ということがあります。）受益証券への投資を通じて、主として持続的な成長

が見込まれるテーマに基づいた世界各国（日本を含む）の株式へ投資することにより、信託財産の成長を目指

します。 

 

当ファンドは引き続き、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金向け） 

＜マザーファンド＞ 

世界各国（日本を含む）の株式を対象に成長の可能性が高いと判断されるセクターにおいて、グローバル

な視点で調査・分析し、持続的な成長が見込まれるテーマに基づいた銘柄に投資するアクティブ運用を行い

ます。 

運用にあたっては、企業のファンダメンタル分析に基づき、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能

性が高いと判断される企業に対する投資を継続して行いました。 

 

その結果、セクター配分においては、情報技術セクターやヘルスケア・セクターなどの組入比率が上昇しま

した。一方、一般消費財・サービス・セクターなどの組入比率が低下したほか、不動産セクターを全て売却し

ました。国別配分においては、オーストリアを新たに組み入れたほか、オランダやデンマークなどの組入比率

が上昇しました。一方、インドや日本などの組入比率が低下しました。 

 

  
（注） セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard（GICS）の分類で区分しています。 

国別配分は、発行体の国籍や事業基盤等を考慮して区分しています。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金向け） 

個別銘柄では、廃棄物管理サービス会社のウエイスト・マネジメントや電子機器の受託生産会社のフレック

スなどを新たに組み入れたほか、加工食品メーカーのクリスチャン・ハンセン・ホールディングなどを買い増

しました。一方、住宅ローン会社のＨＤＦＣ（Housing Development Finance）やオンライン小売会社のアマ

ゾン・ドット・コムなどを全て売却したほか、水道会社のアメリカン・ウォーター・ワークスなどを一部売却

しました。 

 

株式の組入比率は、期を通じて高い水準を維持しました。 

 

  
ベンチマークとの比較では、ヘルスケア・セクター

や資本財・サービス・セクターにおける銘柄選択や、

エネルギー・セクターを低めに保有したことが主なプ

ラス要因となりました。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、MSCIワールド・インデックス（円ベース）

です。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金向け） 

  
当期の収益分配については、長期的な信託財産の成長を目指す観点から、見送ることとしました。なお、収

益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第19期 

2019年８月１日～ 
2020年７月31日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 16,560  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  
＜当ファンド＞ 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

新型コロナウイルスの影響により、世界経済がマイナス成長に落ち込む中、それを織り込む形でバリュエー

ションの調整、業績見通しの下方修正などを急速に行ったグローバル株式市場ですが、全体が落ち着きを取り

戻して底を打ち、上昇相場に転じるかどうかは、新型コロナウイルスの収束が鍵となるとみています。しかし、

そうした中でも、各国の構造改革や新規投資を追い風に成長を続けるセクターや、新たなサイクルを生み出す

ビジネスモデルに着目した投資には、一定のリターンが期待されます。 

 

マザーファンドでは、持続可能な利益成長が期待される投資機会として、国際連合総会で採択された持続可

能な開発目標に対応する企業に着目しています。今後も長期的に成長が期待されるセクターやテーマに基づ

いて、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能性が高いと判断される企業を発掘する方針です。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金向け） 

○１万口当たりの費用明細 (2019年８月１日～2020年７月31日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 333  1.848  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (168)  (0.935)  委託した資金の運用、基準価額の算出、法定書類作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (149)  (0.825)  購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 16)  (0.088)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.028   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  5)  (0.028)  売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 2   0.010   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.010)  有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 16   0.086   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  3)  (0.016)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.006)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 12)  (0.065)  その他は、信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等 

 合 計 356   1.972    

期中の平均基準価額は、18,002円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 
（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 
（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。    
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金向け） 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金向け） 

○売買及び取引の状況 (2019年８月１日～2020年７月31日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ・マザーファンド 274,721 755,277 223,330 667,850 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2019年８月１日～2020年７月31日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 5,729,122千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 6,652,665千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.86   
 

（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額（外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額）の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年８月１日～2020年７月31日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金向け） 

○組入資産の明細 (2020年７月31日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ・マザーファンド 1,349,051 1,400,442 4,639,527 
 

（注）単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2020年７月31日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ・マザーファンド 4,639,527 99.0 

コール・ローン等、その他 44,591 1.0 

投資信託財産総額 4,684,118 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資

産（7,523,457千円）の投資信託財産総額（7,939,528千円）に対する比率は94.8％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レー

トは、１米ドル＝104.60円、１ユーロ＝124.13円、１英ポンド＝137.21円、１スイスフラン＝115.13円、１スウェーデンクローナ＝

12.04円、１デンマーククローネ＝16.67円、１香港ドル＝13.50円、１インドルピー＝1.41円です。 

 

 

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・グロース・オポチュニティーズ（年金向け） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年７月31日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,684,118,390   

 コール・ローン等 6,091,193   

 アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
グロース・オポチュニティーズ・マザーファンド(評価額)

4,639,527,197   

 未収入金 38,500,000   

(B) 負債 44,170,281   

 未払解約金 5,773,346   

 未払信託報酬 38,286,921   

 未払利息 14   

 その他未払費用 110,000   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,639,948,109   

 元本 2,202,527,467   

 次期繰越損益金 2,437,420,642   

(D) 受益権総口数 2,202,527,467口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 21,066円 
 
(注） 期首元本額2,090,597,387円、期中追加設定元本額631,943,892円、

期中一部解約元本額520,013,812円。当期末現在における１口

当たり純資産額2.1066円。 

○損益の状況 (2019年８月１日～2020年７月31日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        3,678   

 支払利息 △        3,678   

(B) 有価証券売買損益 789,216,110   

 売買益 854,162,359   

 売買損 △   64,946,249   

(C) 信託報酬等 △   73,943,095   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 715,269,337   

(E) 前期繰越損益金 843,272,085   

(F) 追加信託差損益金 878,879,220   

 (配当等相当額) (  2,088,970,344)  

 (売買損益相当額) (△1,210,091,124)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,437,420,642   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,437,420,642   

 追加信託差損益金 878,879,220   

 (配当等相当額) (  2,088,970,344)  

 (売買損益相当額) (△1,210,091,124)  

 分配準備積立金 1,558,545,100   

 繰越損益金 △        3,678   
 
(注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

(注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬、監査報酬など

の諸費用とそれらに対する消費税等相当額を含めて表示して

います。 

(注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第19期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（715,271,396円）、収益調整金額（2,088,970,344円）および分

配準備積立金額（843,273,704円）より分配対象収益額は

3,647,515,444円（10,000口当たり16,560円）ですが、当期に分

配した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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